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第 8 章では、本研究で、行った「概念の分類J r理論的枠組みJ 、および「各論によって得られた知見」をまとめ、
考察結果の総括を行っている。また、本研究において考察が及ばなかった点について触れ、今後の研究の展望につい
て述べている。
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論文審査の結果の要旨
待遇表現の研究においては、いわゆるプラスの方向性をもっ敬語・敬意表現の研究の枠組みや視点は多様化、深化
しているが、マイナス待遇表現を中心に据えた研究では、いまだ研究の視点が限られ、議論も少ない状況にある。(な
お、プラス方向の待遇表現と同じ枠組みで、無理にマイナス方向の待遇表現を捉えようとすることによる弊害も生じ
ている。)
本論文ではマイナスの待遇表現を詳細に検討する。そしてそのことによって対象を待遇するという言語行動の全体
像をより明確に浮かび上がらせることに成功している。特に、待遇表現行動には、対象に関係性を表示する「関係性
待遇J と、対象に感情性を表示する「感'情'性待遇J があることを説き、その点を踏まえて、マイナス待遇表現行動の
表現産出プロセスのモデル化、マイナス待遇表現の研究の観点や課題の整理、分析視点の設定等を試みている。これ
は今後の研究の礎ともなるもので、高く評価される。そしてそのような視点からの実践として、関西方言の卑語形式
〈ヨル〉の表現'性について取り上げている。〈ヨル〉はマイナスの待遇性を持ちながらも、待遇の方向性に拘束され
ない情意的な表現行動の中で運用されるものであるとする考察は特出している。
さらに本論文では、分析の対象を具体的な発話のレベルにまで拡大し、敬語形式を用いつつマイナスの評価を表明
する態敷無礼といった表現行動や、表現内容だけではなく表現のくどさや唐突さによってマイナスの評価が表明され
るプロセスを描写している。また、属性による違いとして、たとえば実年層の女性には動詞の命令形や卑罵語の運用
に非常に5齢、規制がかかるため、マイナス評価の表現欲求を規制の弱い別の言語要素で表現するといった補償的スタ
イルが存在することを確認している。いずれも貴重な成果である。
ところで、話し手の意図と表現行動との関わりについては、従来、語用論において主として扱われてきた課題であ
る。本論文ではそのことがまったく論じられてはいない。語用論とのつながりを研究の展開において勘案すべきであ
った。しかし、この点は本論文の価値を損なうもので、はけっしてない。マイナス待遇表現の研究は日本語のみならず
他の言語についても今後進展していくであろう。本論文は待遇表現研究史の上からも注目すべき価値を有している。
本委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしいものと認定する。
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